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平成３１年２月藤沢市議会定例会 

子ども文教常任委員会資料  

 

藤沢市保育所整備計画（ガイドライン）の進捗状況等について 

 

 平成２７年４月からの「子ども・子育て支援新制度」の施行に伴い，今後５年間

における幼児期の教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保

方策を定めた「藤沢市子ども・子育て支援事業計画」を策定するとともに，この計

画に基づき，新たに「藤沢市保育所整備計画（ガイドライン）」（以下「ガイドライ

ン」という。）を策定しました。 

 平成２９年度の中間見直しを踏まえたガイドラインの進捗状況や今後の対応等に

ついて報告します。 

 

１ ガイドラインの進捗状況について 

（１）待機児童へ対応する取組について 

 ア 平成３０年４月２日から平成３１年４月１日における定員拡大等 

認可保育所の新設整備等の取組により，平成３１年４月時点で前年４月と比

較して２８７人の定員拡大を見込んでいます。 

 （ア）認可保育所の新設整備（Ａ・・・計２５２人の増） 

  ・第２湘南まるめろ保育園      定員６０人増 平成３０年６月開所 

  ・ニチイキッズ湘南鵠沼保育園   定員６４人増 平成３１年４月開所予定 

  ・さくらうみ保育園 本園     定員６４人増 平成３１年４月開所予定 

  ・湘南台よつば保育園 Plus        定員６４人増 平成３１年４月開所予定 

 

 （イ）認可保育所の再整備等（Ｂ・・・計 ５７人の増） 

  ・保育園小さなほしの再整備    定員 ６人増 平成３１年１月開所 

  ・亀井野保育園の再整備      定員 ６人増 平成３１年４月開所予定 

  ・神明保育園分園の本園化     定員１５人増 平成３１年４月開所予定 

  ・グリーンキッズ湘南村岡の本園化 定員３０人増 平成３１年４月開所予定 

 

 （ウ）既存保育所の定員減 （Ｃ・・・計 ２２人の減） 

  ・市立あずま保育園の閉所     定員２２人減 平成３１年３月閉所予定 

 

 ※平成３０年４月２日から平成３１年４月１日における定員拡大見込み 

（Ａ＋Ｂ－Ｃ＝２８７人の増） 
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イ 決定済みの施設整備による定員拡大 

   平成３１年４月以降に定員拡大を予定している施設は次のとおりです。これ

らの取組により，現時点において平成３２年４月１日に１９２人の定員拡大を

見込んでいます。 

 （ア）認可保育所の新設整備（Ａ・・計１５４人の増） 

・（仮称）藤沢ひばり保育園    定員９０人増 平成３２年４月開所予定 

   ・（仮称）辻堂げんきっず保育園  定員６４人増 平成３２年４月開所予定 

 

 （イ）認可保育所の再整備等（Ｂ・・計 ３８人の増） 

   ・白旗保育園の再整備      定員１５人増 平成３２年４月開所予定 

   ・五反田保育園分園の本園化   定員２３人増 平成３２年４月開所予定 

 

   ※決定済みの施設整備による定員拡大（Ａ＋Ｂ＝１９２人の増） 

 

（２）ガイドラインの進捗状況について 

   ガイドラインの量の見込みに対する認可保育所等定員数の状況については，

下表のとおりです。 

   量の見込みについては，平成２９年度中に当初の計画値を上回ることが見通

されたため，平成３０年３月に中間見直しを行い，新たに「保育所等利用申込

者数」を用いることとしました。 

   また，見直し後の量の見込みに対する確保方策については，４月入所の一次

申込みにおける保留児童数や開発事業による影響を踏まえ，認可保育所の公募

等により対応を図りました。 

 

 

（３）今後の対応について 

 ア 次期ガイドラインの策定について 

   ガイドラインは，平成２７年４月から平成３２年３月までの５カ年が計画期

間となっており，平成３１年度中に次期ガイドラインを策定します。 

次期ガイドラインの策定にあたっては，上位計画である「藤沢市子ども

・子育て支援事業計画」の第二期計画策定に向けて行われる利用希望把握調査

等によって保育の量の見込みを推計するとともに，具体的な確保方策として，

既存保育所等の活用はもとより，必要な保育所等の新設整備や保育士確保等の

取組を推進し，増加する保育ニーズに対応します。 



3 

 

   また，ガイドラインに位置づけられた，地域子ども・子育て支援事業や公立

保育所のあり方の検討についても，今後の方向性等について精査を行った上で，

次期ガイドラインへの位置づけを検討します。 

 

イ 平成３２年４月開所に向けた認可保育所の公募について 

   暫定的に次期ガイドラインを前倒しし，平成３０年１２月より事前周知を開

始した公募については，平成３１年４月の一次入所申込における保留児童数及

び平成３１年度中に完了する開発事業の影響を考慮して，直近の保育ニーズを

精査した結果，次のとおり公募を実施します。 

（ア）募集期間 平成３１年２月１８日（月）～３月２６日（火） 

（イ）開所時期 平成３２年４月１日 

（ウ）募集地区 東南地区（藤沢・鵠沼エリア） 定員６４人程度・２園 

        ※定員１２８人程度・１園の提案も可とします。 

         西南地区（明治・辻堂エリア） 定員６４人程度・１園 

         中部地区（善行エリア）    定員６４人程度・１園 

         北部地区（湘南台エリア）   定員６４人程度・１園 

 

  ※この公募によって見込まれる３２０人の定員拡大と，決定済みの施設整備に

よる１９２人の定員拡大を合わせ，平成３２年４月１日に向けて５１２人の

定員拡大を見込んでいます。 

 

２ 基幹保育所機能の充実について 

（１）基幹保育所の役割 

   基幹保育所については，地域支援の専任保育士を中心に，保育関連施設との

交流や支援を通じて保育の質の向上を図るとともに，子育て支援センターと連

携し，家庭で育児を行う保護者のニーズを捉えた子育て支援施策を推進する役

割を担っています。 

 

（２）現状 

基幹保育所は，ガイドラインにおいて教育・保育提供区域に各１施設の設置

を計画しています。 

現在，しぶやがはら保育園（北部・中部地区担当）と藤沢保育園（東南・西

南地区担当）の２施設を基幹保育所に位置づけ，主に次の業務を行っています。 

・保育関連施設への巡回と支援 

・保育関連施設職員が参加できる研修や講習の周知と参加調整 

・保育関連施設同士の意見交換会の開催 

・地域開放のイベントや子育てサロンの開催 

・土曜日の保育園見学会の開催 

  ・潜在保育士の職場体験会の開催 
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（３）今後の対応 

現在，東南及び西南地区の業務を藤沢保育園が担っていますが，西南地区は

近年の保育ニーズの増を受け，保育関連施設の新設が進んできたため，平成 

３１年４月から辻堂保育園を新たな基幹保育所へ位置づけ，地域支援の専任保

育士２名を配置し，保育関連施設への支援の充実など，保育の質をより向上さ

せる取組を推進します。 

 

以  上 

 

（事務担当 子ども青少年部子育て企画課・保育課） 

 


